継続雇用制度実施規程
（制度の内容）
第１条　　満６０才で定年に達した社員で、第２条及び第３条に基づく選定基準に該当する社員を満６５歳に達するまで継続雇用します。
（選定基準）

第2条 　継続雇用制度を導入するに当たり、会社は次の各号に掲げる基準に従って実施します。

1、 働く意思・意欲

2、 勤務態度

3、 健康

4、 能力・経験

5、 その他、会社が必要とするもの
（選定基準に基づく具体的内容）

第3条 　第２条各号に基づく継続雇用の適用対象者は、次の各号に掲げる要件をすべて満たすものとします。

(1) 本人が継続雇用を希望していること

(2) 過去３年間の出勤率が平均９５％を下回らないこと

(3) 直近の健康診断の結果、要注意以上の所見が含まれていないこと

(4) 過去３年間の人事考課結果の平均が３，５以上であること

(5) 定年到達後、直ちに業務に従事できること

（身分）
第４条　　この制度の適用を受ける社員の身分は、原則として役職につけませんが、何らかの理由により会社が必要と認めたときに役職を委嘱することがあります。
（雇用契約期間）
第５条　　雇用期間は１年として、満６５歳を最高雇用年齢とします。
（解雇の条項）
第６条　　会社は、雇用契約期間中でも、就業規則の解雇の規定に該当するときは解雇し、雇用契約を解除することができるものとします．
（解雇予告）
第７条　　懲戒解雇になったときなどの解雇の予告が必要でない場合を除き、契約期間中に解雇するときは、３０日前に予告するか、または３０日分の平均賃金を支払って、即時に契約を解除します。
（給与）
第８条　　継続雇用の期間中の給与は、つぎによります。
        ①基本給は定年退職時の６０～８０％の範囲内で支給します。
        ②諸手当は、正社員に準じて支給します。
        ③賞与は、正社員に準じて支給します。
        ④昇給はおこないませんが、契約更新のときにいろいろな実情を勘案して、見直しすることがあります。
（退職金）
第７条　　継続雇用される社員の退職金は、満６０歳の定年退職の時点で支給します。ですから、継続雇用後に退職しても、退職金は支給しません。
（有給休暇）
第８条　　継続雇用社員の有給休暇は、定年退職のときの残日数を引継ぐものとします。
（そのほかの雇用条件）
第９条　　そのほかの雇用条件については、当社の就業規則を準用します。
（実施の時期）
第１０条　本規程は平成　　年　　月　　日より実施します。
